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１．概要（Summary） 

正と負の誘電率を持つ物質を交互に積層させた構

造は通常物質では見られない双曲線分散を示すこと

が知られている．この特異な構造においては超解像特

性や自然放出の増強効果などを示すことが知られて

いる．本研究ではこの構造を利用して高強度 THz 波

発生を行う異方性メタマテリアルの作製を行うこと

を目標としている．今回，THz帯で負の誘電率を示す

構造として金属ワイヤー構造の作製を開始した．  

２． 実験（Experimental） 

今回，THz 帯域の金属微細構造を作製するために

Fig.1 のような手順で試料の作製を行った．現時点で

工程 3 のリソグラフィまで完了している．作製には，

真空蒸着装置（ULVAC 社製 VPC-1100）などを用い

た． 

 

 Fig.1 Fabrication Procedure 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

作製したマスクパターンを Fig.2 に示す．SU-8 によ

るマスク作製が完了した．ライン間隔は 7μmである．

これ以外の間隔の試料も作製した． 

 

Fig.2 Micro-wire structure of SU-8 

 この後，金メッキおよび SU-8,Cr 層の除去を行うこ

とで試料は完成する．作製した試料は鶴町研究室所有

の THz 時間領域分光システムにて透過測定などを行

う予定である． 

４．その他・特記事項（Others） 

メタマテリアル：金属等の微細加工を利用した自然界には

ない物性を示す新しい材料のこと．負の屈折率物質など

が有名． 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

関連発表として主に理論計算部分であるが 

"FDTD Analysis of Various Photonic Microstructures in 

THz Region", Masashi Kamada, et al., The 3rd Joint 

Workshop of Advanced Materials Science and Engineering 

between Kagawa University and Hambat National 

University (2014/1/6, Takamatsu, Japan) 

が挙げられる． 

６．関連特許（Patent） 

なし 
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